
 

 
開催協議会名 

 
令和７年第３回雲南警察署協議会 

 
開 催 日 時 

 
令和７年９月 18日（木）午後２時から午後４時まで 

出 席 者  

協議会委員 

 

６人 

 

警 察 署 

 

10人（署長、副署長、各課・交番所長等） 

 

会 議 ・ 協 議 

 

署長からの

諮 問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諮問事項 

 

 警察官の職務質問 

 

説明概要 

 

・職務質問の概要説明 

・地域警察官による実演 

答申 

（意見等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 異性に対する所持品検査はどうしているの

か。 

 【警察】 

  対象と同性の警察官が対応する。現場に同

性の警察官がいない場合は応援を求めて対応

する。外国人には翻訳アプリを使用するなど

して対応している。 

  任意活動であるため、協力を求めて実施し

ている。 

２ 雲南市内でも職務質問をしているのか。 

 【警察】 

  実施している。 

  防犯指導の一環として声かけをする中で、

不審点があれば職務質問することが多い。 

３ 今年度の職務質問件数はどのくらいあるの

か。 

 【警察】 

  検挙に至ったものは少ないが、それなりの

数の職務質問は実施している。 

４ 財布の中まで所持品を見る必要があるの

か。 

 【警察】 

  覚醒剤など、小さな物を隠し持っている可

能性があるため、必要に応じて実施している。 

 

 署長からの 

業 務 説 明 

 

 

 

説明事項 

 

災害時の警察活動 

   

説明概要 

 

災害発生時の警察の活動について 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答申 

（意見等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 令和３年に雲南市でも豪雨災害が発生し、

避難所に避難した経験があるが、この災害時

に警察ではどのような活動をしたのか。 

 【警察】 

  川で車が流され、救助活動を行った。その

他、土砂崩れ等はあったが、人的被害はなか

った。 

  関係機関と連携し、情報の収集及び共有を

はかり、交通規制や行方不明者の把握に努め

た。 

２ 公民館単位で避難訓練をしているが、いざ

という時、お年寄りは家から出たがらない。

令和３年の豪雨災害時、家の前の川が氾濫し

そうだったが、駐在所員が来てお年寄りを避

難させてくれた。 

３ 令和３年の豪雨災害時には、土砂で道がふ

さがれ、仕事に出ている人が帰れない状態に

なった。幸い、一つの道は夕方には土砂が除

去されたが、ほかの道は数年かかってやっと

復旧した。警察や消防の方を頼りにしている。 

４ 家が点在している地区など、孤立している

ことに気付いてくれるのか、深夜に避難指示

が出た場合、家にいた方が安全なのではない

かなど、雲南市特有の事情を踏まえたマニュ

アルの整備が必要と思う。 

  災害時にどうしたら良いのか、誰がどうや

って連絡を取れば良いのか、警察も一緒にな

って導いてほしい。 

【警察】 

  各自治体にハザードマップがあるので、自

分が住んでいる地域はどういった危険性があ

るのか、それぞれの地域、家庭で事前に検討

をしておいていただきたい。 

  また、警察では各家庭を巡回連絡で回り、

緊急時の連絡先等を聴取している。警察によ

る管内実態把握に御協力願う。 

５ 災害時の警察活動について、どのように市

民に周知しているのか。 

  災害発生時のために、事前の周知もした方

が良いと思う。 

 【警察】 

  実際に災害が発生すれば、ＳＮＳ等で活動

を紹介しているが、警察の活動は各自治体の

支援であるため、事前の周知はしていない。 



６ 会社、自治会などが、それぞれ防災計画を

立てている。警察等の行政機関が各会社、自

治会の防災計画を把握するためにも、一緒に

防災計画を立てる場があれば良いと思う。 

 

 署長からの

報   告 

報告事項 

 

 警察官採用募集活動への取組状況（前回協議

会における諮問事項に対する委員からの意見を

踏まえた取組） 

 

説明概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 受験を希望する管内の高校生２名（うち１

名女性）を当署に招き、副署長が警察学校の

教官であった経験や女性の立場・観点から職

業選択、学校生活等についてアドバイスした

り、女性を含めた若手職員と座談会を行い、

生徒さんの不安点の解消を図るとともに、警

察学校が厳しい、武道経験や体力が必要など

の偏ったイメージの解消や柔らかいイメージ

の構築に努めた。 

   また、鑑識体験や白バイの展示走行を行う 

など、受験希望者が採用後の業務をイメージ 

できるよう努めた。 

○ 管内の高校演劇部 10 名（１～３年生）が、

ほかの用件で来署した機会を捉え、副署長が

女性の立場・観点から進路選択についてアド

バイスし、柔らかいイメージの構築に努めた。 

○ 署長が管内の高校に赴き、警察に興味を持

っている生徒に実体験をもとにやりがいなど

を直接説明する機会を高校に作ってもらい、

堅苦しいイメージの解消に努めた。 

○ 既に管内の各高校に採用募集ポスターを配

布していたが、再度ポスターを持参して貼付

を依頼し、募集活動の周知に努めた。 

○ 管内高校の進路指導担当教員に対し、警察

から保護者に直接採用募集に関する説明をす

ることが可能である旨提案し、親世代に対し

てアピールする場の構築に努めた。 

 



 委員からの 

意見・提言 

 

１ ＡＥＤを使用する場面に出くわしたため、近くの駐在

所に行ったが、不在のためＡＥＤを持ち出すことができ

なかった。人命に関わることなので、誰でもすぐに使用

できるような設置方法を検討していただきたい。 

【警察】 

  予算措置も含めて、設置場所の変更を検討する。 

 

 

写    真 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【会長挨拶】        【委員による職務質問体験】  

  

 


